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留学便り

ドイツにおける交通心理学の現況

蓮花一己*

Kazumi RENGE 

西ドイツ(ドイツ連邦共和国)政府の DAAD留学生 席することを義務づけられる。このコースが月|際日から

として1981&!三6月から1983年3月までの一年九カ月間， 金曜日まで連日午前中いっぱい続くので，自分の研究を

ケ/レン大学に絡を置き， ドイツ交通心理学の研究成果に しようとする者は語学試験に合格するのが前提となる。

接することができたので，その現況をここに報告したい 従って DAAD寝学生にとって Luneburgのゲーテ協

と思う。 会でのドイツ語コースは大学での入学語学試験の準備を

DAAD (ドイツ学術交流会)はフンボルト財団と並 目的とする。ゲーテ協会も心得ていて，コースの途中で

ぶ西ドイツの政府留学機関であり，フンボルトが中堅以 は模擬試験のようなこともしてくれるので親切である。

上の研究者を対象にしているのに対して，年齢32歳以下 ゲーテ協会はドイツ語教育とドイツ文化を世界に広め

の若手研究者を対象としている。人文・社会系 7， 8名， 国際交流を深めるために第二次世界大戦後設立された機

自然科学系 7，8名，音楽の分野で 7，8名， ドイツ文 闘で，世界各地に支部を もっており ，日本にも東京・京

学10名，言1.35名の留学生が日本で毎年募集されている。 都・大阪に支部がある。ゲーテ協会の卒業資格は色々な

心理学は自然科学系に含まれている。フンボノレ トは書類 分野で正式資格として認められる。 例えば初級終了資絡

選考だが DAADは語学 ・面接試験が実施される。しか は外国人が西ドイツでI織を得るための必須の条件であ

し， 筆者の印象では DAADでも提出書類の内容が大き る。西ドイツのゲーテ協会の初級コースには労働者予備

なウェイトを占めるようである o ~王者が採用された理由 軍のような若者が世界中から集まっている。外国人労働

は留学受入れ先のケルン大学 U.Undeutsch教授の肝快 者問題は西ドイツの深刻な社会問題であり，政府は60年

な推薦状と交通心理学という実践的で珍しい分野が幸い 代に奨励した外国人労働者の導入政策を今や逆l伝させ

したのであろう 。 て，外国人労働者とその家族を トルコやイタリアなどの

さて， 1981年 6月 9日に大阪発の/レフトハンザ航空の 母国へ帰らそうとしている。そういう意味から言えば，

飛行機で日本を離れて，翌日ハンブ/レクに降り立った。 ゲーテ協会で出会った陽気な若者逮の前途も決して明る

他の何人かの日本人 ・韓国人の留学生逮と共に鉄道で くはないだろう 。

Luneburgという 小さな町ーへ行き， ここにあるゲーテ協 Luneburgのゲーテ協会は DAAD留学生の拠J去の一

会 (Goethelnstitut)で10月までの 4カ月間ドイツ語を つとな っているらしく，中級クラスの受総生の 7 ~ 8 筈IJ

集中して学んだ。 が各国からの DAAD留学生であった。ドイツ諮の授業

フンボルト留学と異なり， DAAD留学生は学生登録 は皆げんなりするほどハードで，昔に比べるとl時間数も

されるため，各大学が実施する外国人学生のためのドィ 減ったとはいえ，それでも一週24時間の授業時間は応え

ツ諮試験に合格しなければならない。試験の形式は大学 るし，加えて宿題に追いまくられて大変だった。授業内

により異なるが，ミュンヘン ・ハンブノレク ・ケノレンのよ 容は読解 ・文法 ・手紙文が中心で，聞き取りや会話の比

うな大都市ほど難しくなりつつあるのが実情である。こ 重は比較的少ない。 しかし，あるテーマを決めて各人が

の試験に合絡しない者は学部での専門の講義を受けるこ 口頭発表し質疑応答を行う形式の授業もあり，全体と し

とができずに，外国入学生のためのドイツ語コースに出 て発表能力の育成という観点で授業プログラムが作成さ

ネ大阪大学人間科学部産業行動学研究室 れているようであった。会話練習の乏しさに対しては，

Department of lndustrial Psychology， Faculty 他の西欧諸国(とくにイタ リア・フランスなどのラテン

of Human Sciences， Osaka University 諸国)の受講生から批判もなされたが，筆者のその後の
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留学経験から見て，日常の会話能力はその国に長期間滞

在すれば得られる と言える。しかし，発表能力や討論の

カは基礎が身についていない限り伸びることはありえな

い。それ故，ゲーテ協会の方針は科学者育成という立場

に立てば全く正しいと思う。手紙文の練習にしても最初

はその必要性について疑問もあったが， 日常の刑事は電

話で済ませることが多いドイツでも，研究者を訪問する

際には手紙で予約を取る手続きをするケースが多く ，ゲ

ーテ協会での練習がどれほど役立ったかしれない。

Luneburg とゲ ー テ協会での思い出は多いが先を急

ぐ。9月末に妻が来独して， 10月からケルン生活が始ま

った。最初は家捜しと入居書類の作成に振りまわされ，

すぐに例の入学試験の日 となった。試験内容は Diktat

(4回読み上げら れるテキス 卜を語句通りに書き取る)， 

W iedergabe (2回読み上げられるテキス トを要約す

る)， Leseverstandnis (読解)，Grammatik (文章書き換

え中心の文法)から成る。幸い合格できたので学生登録

を済ませて実質上の留学生活の開始である。

筆者が所属するケ/レン大学は西 ドイツでも 4番目に大

きな大学で，当時で学生数が約3万5千人程であった。

ケ/レン大学の心理学科は数学一自然科学部，経済一社会

科学部，哲学部に分かれていて，Undentsch教授の講座

は数学一自然科学部に属している。 心理学専攻の学生は

各学年200名を越す。実質上私立大学の存在しない西 ド

イツでは，日本の高等学校に相当するギムナジウム

(Gymnasium)において大学入学資絡 Abiturを取得す

れば，どの大学 ・学部にも原則として入学可能である。

しかし，Abitur取得者が増加するにつれて， Abiturの

成績で大学や学部を振り分ける中央選別市Jj度 (ZVS)が

1972年以降採用されている。 ZVS が実施されるのは希

望者の多い学部 ・学科に限られており，建築学 ・土木 ・

化学 ・電気工学 ・医学などと並んで心理学もこれに含ま

れている。

ケ/レン大学の心理学専攻の学生途は10月始めに教官遠

からオリエンテーションを受けた後に自分の所属講座を

決定する。心理学という専門分野の方が学部に優先して

いるのが興味深い。それにしても 3学部の心理学研究室

の6名の教授と30数名のス タッフで計一千名を越える学

生を相手にするのは大変であろう 。そうした理由からか

教授やスタッフと学生との結びつきは11王者の予想よりは

るかに稀薄であった。ちなみに大阪大学人間科学部の場

合心理学関係のスタッフは教授以下20名強であるのに対

して，毎年の学生のうち心理学を専攻する者はほぼ30数

名にすぎない。 ドイツでもマスプロ教育の弊害が議論さ

れていると はいえ，現在の教育システムが存続する限

り，現状を変えるのは容易でないとの印象を持った。

Undeutsch教授は裁判心理学の世界的権威であり ，ド

イツ心理学会編の心理学ノ、ンドブック (l-Iandbuch der 

Psychologie) の第 11巻目の裁判心理 学 (Forenische

Psychologie) の編集も行っている。この本の一昔1)が東

京大学出版会より 『証言の心理』として出版されている

のでご存じの方も多いであろう 。交通心理学の分野でも

教授は創始者の一人として事故研究や運転適性診断 ・鑑

定の分野で著名である。ケルンの研究機関で活躍してい

る交通心理学者の多くが Undeutsch教授の指導を受け

たのである。

ケルン市はライン川に面するライン地方随一の商業都

市であるが，ここには西 ドイ ツの道路交通研究の中枢と

言われる連邦道路交通研究所 (Bundesanstaltfur Stra-

senwesen，以下 BAStと略す)がある。BAStは西 ド

イツ政府交通省付属の研究機関として1951年に設立さ

れ，人間と車，道路，環境，交通社会の多様な問題を扱

っている。1970年にドイツ連邦議会の決議に基づき，道

路交通の事故研究の中心的存在とな っている。研究所の

人員は350名程で，そのうち110名程が研究者である。研

究所はBセクション(道路工学)， Vセクション(道路

交通工学)， Uセクション (事故研究)， Zセクション

(本部)の 4部門で、構成されており，各部門はさらに 3

ないし 4つの部局に細分される。そして各部局はいくつ

かの研究クツレープから成り立っている。事故研究部門の

1m局及び研究グルーフ。は次のようなものである。

部局研究計画と研究調整

研究殴査と調整

研究プログラムと研究プロジェク ト

研究の展開

昔日局.研 究

心理学 ・教育学 ・佐会学

医学

車両工学

道路工学

部局ー評価

評価と指導 I

評価と指導E

科学情報業務

部局・効率コン トロー1レ

有効性研究

対策の判定，科学分析

統計

研究の実施段階に対応して部局が構成されているのが

特徴であ り ， 任務遂行型の組織構成と言えよう 。 4Jj: i~J火研



究部門の年間予算が約 5億円ほどであり，事l技研究の総

本山として西ドイツのみならずオーストリア，スイスな

どの研究者 ・研究機関にも研究を委託している。委託研

究が活動の中心であるが必ず研究所の研究者がアドバイ

ザーとして研究計画の段階から最終段階まで関与してい

るのが日本にない点である。もちろん委託研究のみなら

ず，研究者を各地から集めたプロジェクトチーム方式で

の研究，他の研究所との共同研究， BASt自らの研究も

行われている。その研究態勢の柔軟さは国立の機関とは

思えないほどであった。筆者自身も留学期間の後半は

BAStから委託研究費をもらって，“ JungeKraftfahrer 

in Japan" (日本の青少年ドライバー)という報告書を

まとめた。 BAStの事故研究部門が刊行している報告書

には Unfa!l-undSicherheitsforschung Straβenverkehr 

(道路交通の事故・安全研究)と Forschungsberichte

der BASt Bereich U nfa!lforschung (BASt事故研究

部門研究報告書)， という 2つのシリーズがあって，筆

者のは後者の92号である。両シリーズに関心のある方は

下記の住所に連絡していただきたい。BAStは最近ケル

ンから近郊の地へ移転した。

Bundesanstal t fur Straβenwesen 

Bereich U nfallforschung 

Bruderstraβ巴 53

D-5060 Bergisch Gladbach 1 

West Germany 

BAStの研究態勢の柔軟さと出版広報活動の豊富さは

素晴しいもので，日本もこういう研究システムのソフト

面での充実をはかるのが重要である。その後学会で他の

研究者達と話をする機会があったが，今や大学でも研究

所でも BAStからの研究資金がなければやっていけず，

オーストリア・スイスでの交通心理学研究にも支障をき

たすぐらいであるという芦が多かった。

BAStの交通心理学者は 7，8名であり，そのリーダ

ーと目されているのが G_Kroj教授である。Kroj教授

はかつて Undeutsch教授のもとで助手を勤めていたと

いうことで，交通安全教育(運転者教育，違反運転者教

育)の分野で著名な研究者である。現在， BASt事故研

究部門の評価部局長という地位で，研究全般に関与して

おり，その影響力は大きい。昨年日本を訪問されたので

個人的に知っておられる人も多いであろうが，気さくで

陽気な人柄で他の研究者からも好かれているようで，研

究のまとめ役・リーダ一役としては理想的ではなかろう

か。とにかく，ケ/レン滞在中公私にわたって親身になっ

てお世話頂き本当に感謝している。その他， BAStの交

通心理学者には Dr. H. Heinrich， Dr. 1. Pfafferott， 
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Dr. H. D. Somen等がいる。

ケルンにあるもう一つの忘れてはならない研究機関と

しては学術協会“ DerMensch im Verl日 hr" (交通の

中の人間)がある。この協会は Undeutsch教授を中心

とする研究者逮によって1960年に創設されたものであ

り，創設以来の会長は Undeutsch教授が務め，実際の

研究業務を担当する所長は1974年まで W.Schneider 

教授(現在ラインランド技術管理協会医学心理学研究所

副所長)，それ以降 Dr.E. Spoerer氏が務めている。

これまでの研究分野は次の通りである。

事故研究

運転適性及び運転技能

知覚及び情報処理

交通法改正に伴う諸調査

運転免許教育と免許試験

運転者教育

これらの研究成果は1969年以来“ FaktorMensch im 

Verk巴hr-Monographien zur Verkehrspsychologie， 

Verkehrspadagogik und zu verwandten G巴bi巴ten"

(交通の中の人的要因ー交通心理学，交通教育学及びそ

の隣接領域のためのモノグラフ)というシリーズにまと

められている。その他，教育教材として，原付自転車に

乗る青少年のための学習教材，運転免許教育テキスト，

飲酒運転ドライバーのための講習プログラムなどを開発

している。とくに，原付自転車のための教材は 『モファ

コース』と名づけられており， BAStを初めとして西ド

イツ政府が強力に推進している EMS計画(自動車によ

る道路交通入門)の一環を担うものである。 EMS計画

については既に論じたのでここでは触れない(蓮花，

1983)。

なお， 1978年に AFN(Gese!lschaft fur Ausbildung， 

Fortbildung und Nachschulung im Straβ巴nverkehr

e.V. 道路交通における運転免許教育，運転者訓練及び

違反運転者教育のための協会)が交通教育 ・運転者教育

教材の開発と教育の実施を目的として分離している。

両協会とも小さな組織で，同じ建物の 31緒が AFN，

4階が DerMensch im Verkehr となっている。 l階

は文房具やら宝くじなどを売っている商j苫で，その横に

小さなドアが一つあるだけなので，訪問した時に探しあ

てるのに苦労したほどであった。そんな規模の組織で

も，研究活動の11屈とスピード，出版活動の豊富さには驚

かされた。因みに研究所の所在地は次の通りである。

Dr. Edgar Spoerer 

F orschungsgem巴inschaft

“Der Mensch im Verkehr" 
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Dur巴nerStrase 140 

5000 Koln 41 

West Germany 

西ドイツ交通心理学の動向を考える上で忘れではなら

ないのが技術管理協会 (TechnischerUberwachungs-

Verein e.V.;以下 TUV と略す)の存在であるが，

TUVは全国各地にあるのであとで述べる。ケルンには

TUV Rheinlandがあり，ここから交通心理学者必読と

も言える“ Zeitschrift fur V er kehrssicher hei t" (交通

安全研究)が発行されていることは記しておかねばなら

ない。 DerMensch im Verkehr協会初代所長の Sch.

neider教授がこの雑誌の現編集長である。

さて， 1982年10月14日と15日の両日，ケルンから東へ

列車で 2時間ほど離れた Munster という小都市で、第25

回交通心理学会が開催され，筆者も参加したので，学会の

様子と ドイツ交通心理学会全般についてまとめてみる。

ドイツ交通心理学会の会員数は約280名であり， オー

ストリア ・スイスなどの研究者も多数含まれている。交

通心理学会に限らず， ドイ ツの学会にはスイス ・オース

トリアなどの近隣諸国から研究者が常に参加するが，ス

イスにせよオーストリアにせよ国の規模が小さくて分野

31Jの学会が充分に組織されていないからである。 従って

ドイツの学会はドイツ語圏諸国の学会となり，同様に英

国の学会は英語圏，フラ ンスの学会は仏語圏諸国の学会

となっている。一般的に言えば言語や地理との関係で，

オランダ人は英国とドイツ，ベルギー人はフラ ンス・英

国，スイス人はドイツ ・フランス，オーストリア人はド

イツ ・東欧に目を向けざるを得ない。確かにこれらヨ ー

ロッパの小国の研究者の語学カは抜;rt!(:で，それと比べて

一般的にはドイツ人の研究者は少し劣る。しかし，いず

れにせよ自然にインタ ーナショナノレな雰凶気が出来上っ

ているのは本当に羨ま しいと思う。その意味で日本の学

会もこれまで以上にアジア諸国やオセアニアの国々の研

究者との日常的交流を深めるべきであろう。

寄り道を したが， ドイツ交通心理学会の大きな特徴

は，大学の研究者のみな らず，BAStや TUVなどの

研究者が活発な活動を続けていることであり，個人研究

よりは組織的なプロジェクト研究の比重が高いようであ

る。主な活動領域は次の通りである。

1) 運転者行動 ・交通行動の研究

2) 交通教育と運転者教育

3) 運転適性検査の開発と診断

4) 交通安全対策の実施と有効性研究

日本の交通心理学の活動領域と比較して，教育分野や

診断分野の研究に重点が置かれている。危険学の内容が

運転免許試験に取り入れられたり， 心理学者が開発した

違反運転者教育コースへの参加が交通裁判の判決に影響

するなど，交通心理学は運転免許試験や免許管理制度の

中で確固たる領域を築いている(蓮花， 1983)。

Munsterの学会参加者は約100名で，発表件数も23件

とこじんまりとした学会であった。発表は次の 4セッシ

ョンから成る。

1) 運転I時の情報摂取と情報処理

2) 交通教育と運転者教育

3) バラエティ

4) 適性診断法

シンポジウムは 「運転適性の予見性に対するパーソナ

リティ 診断の意義について」というテーマで， 1nns. 

bruck大学の D.Klebelsberg教授の司会のもとに激論

がたたかわされた。 14日夕刻から Munsterのある学生

酒場で催された統|陵会は身うごき出来ないほどの参加者

で大変にぎやかであった。筆者は Undeutsch教授，

Klebelsberg教授，H. Hacker教授 (Wuppertal大学，

ドイツ交通心理学会会長)等に固まれて恐縮して いた

が，遠い日本から留学しているというだけで色々と気づ

かつてくれる彼らの気持ちは有難かった。

Klebelsberg教授はオーストリアのウィーンにある交

通安全監督局 (Kuratoriumfur Verkehrssicherheit ; 以

下 KfVとII/?:tす)の交通心理学研究所初代所長を務めた

後に，西ドイツ Mannheim大学心理学科の教授を経て，

現在オーストリア lnnsbruck大学教授である。留学に

先立つ l年前，筆者が東 ドイツのライプツィヒで開催さ

れた国際心理学会の帰りにウィ ーンから 1nnsbruck を

訪れた折に教授の研究室を訪問したこ とがある。教授

のこれまでの文献全てを揃えて待っていて下さり， 筆者

の質問以上に日本の研究について熱心に質問されて驚い

た記憶がある。 1982年に出版された“ Verkehrspsycho-

logie" (交通心理学)の著者である。Undeutsch教授，

ミュンヘン工科大学の c.G. Hoyos教授， Essen大学の

W. Bocher教授年}:と並ぶ交通心理学の指導者である。

Hacker教授とも31Jの学会(後述の労働 ・経営心理学

会)で面識があったが，交通のみならず，パーソナリテ

ィなど多方面の分野で活躍している。 Zeitschrift fur 

Differentielle und Diagnostische Psychologi巴(差奥 ・

診断心理学研究)の編集者でもある。

これらの大御所遠の中でしばらく話を続けていたが，

そのうちに少々疲れてきて，向うの方で若手で顔見知り

の研究者逮が手まねきしてくれたので席を替わり，その

後彼らと深夜までつきあった。主に運転行動の分野の1~r

先者逮で， Braunschweig工科大学の Dr.B. Zimolong， 



ミュンへン工科大学の Dr.H. Gstal ter， Aachen工科

大学の Dr. M. Kastner， Zurich工科大学の Dr.A 

Cohen， Tubingen大学の Dr.B. Farber， Munster大

学の Dr. U. Trankle等である。実際，研究活動が最

も活発なのも彼ら逮で， 他の学会 ・シンポジウムでもよ

く顔を合わせたし，研究室を訪問したn寺も長INfl~:jつきあ

ってくれた。やはり，運転行動を専門と している者は大

学の研究者に多く，運転者教育の分野については国立あ

るいは民間の研究所・研究機関の研究者が多いというこ

とが一般的傾向として言えるのではなかろうか。

学会中参加したのは運転行動に関連するセッションの

みであったので， ドイツ交通心理学で主流的地位を占め

る教育分野 (交通教育と運転者教育)については別の機

会に得た情報に基づいてまとめてみる。

ドイ ツで交通教育と言えば，普通， W'u15歳までの子供

に対する学校交通教育を意味する。交通路 ・交通 ・交通

法と密接に関連しながら， 人聞は時には 「交通参加者」

として，時には 「交通形成者」と して，現実の交通事態

あるいは交通社会を成立させて いる。 とくに，I交通形

成者」として人間をと らえ，将来の交通の良き形成者と

して子供を育てるという在ll.点は現在の日本の交通安全教

育からは欠落している。 玉虫念を実行に移すための目標と

して，次の4点が1972年の ドイ ツ各州文部大臣会議で勧

告された。

1) 知党 ・反応能力を発達させ，経験を納ませること

2) 交通に関する知識と技能の習熟

3) 交通参加に適切な社会的行動機式の基礎を身につ

けること

4) 人間性豊かな交通社会を形成するための態度の育

成

最近の交通教育の傾向として は， 1)学校外交通教育

の重視， 2)実地訓練 ・実|祭場面での練習の重視，3)他

の諸対策との結合という 3点が主なものである。交通教

育を行[進している機関として全ドイ ツ自動車クラブ

(ADAC)やドイ ツ交通安全協議会 (DVR)が挙げられ

る。心翌日学者と して は Essen大学の B凸cher教授が

理論的指導者でめろう。BAStの Dr. Heinrichは

ADAC と協力して新しい形式の自転車訓練プログラム

を I~!:I発した。 ここでは母親が子供を教えると い う教育プ

ロセスを重視している。

運転者教育は運転免許教育，運転者再教育，違反迩転

者教育の 3つに大別出来る。この分野で活動している心

理学者により， 1979年にオース トリ アで， 1981年にスイ

スで迩転者教育に関する国際ワークショップがIll;lf¥)iされ

ているc今年 (1984年)9月に西ドイツ Dampにて第 3

( 59 ) 

回ワークショップがflliされる との事である。

この分野の研究者の数は多いので，筆者の印象に残っ

た人だけを挙げる。第一線の研究者としては Kroj教

授を筆頭に Dr. Spoerer， W . W inkler教授 (TUV

Hannover)， Dr. K. H凸fner(KfV)，若手 ・中堅では

Dr. M. J ensch (Der Mensch im Verkehr交通の中の

人間)， Dr.R. D. I-Iuguenin(スイス事故防止センタ← i

Beratungsstelle fur Unfallverhutung以下 BfU と略

す)， Dr. H. Koch (二輪車安全研究所;Insti tu t fur 

Zweiradsicherh巴ite.V.， Bochur吋である。

Dr. Hofnerの KfVについて少し説明を加えると，

ここはオース トリ ア政府機関として交通安全に関する中

枢と言える。 西ドイツの BAStに相当する役割lを持つ。

交通心理学研究所 (VerkehrspsychologischesInstitut， 

以下 VPI cm~す) ，交通工学研究所， 自動車工学研究

所，印刷部局の 4部門に分かれており， Dr. H凸fnerは

VPIの現所長である。VPIには Salzburgなどの支所

を含めて10数名の交通心理学者がおり，その活動内容と

して，交通安全研究・薬物心理学的研究と並んで運転適

性検査の実施と開発が大きな柱となっている。ウィ ーン

決定装憤，交通場面瞬間提示テス ト，コンピュータffjlJ{;t11

による統合型適性検査装置などを次々と開発している。

西ドイツでもそうであるが， VPI の交通心迎学者の縦

定書は権威があり， 免許取1ì~期間や免許証の再発行に決

定的な役割を果たすものである。

Winkler教授の所属する TUVは西 ドイツ各地に存

在しており，民間組織でありながら原子力から電気 ・航

空にいたるあらゆる工業 ・技術部門での安全管理を扱っ

ている。交通の分野でも車両検査，運転免許試験，運転

適性検査については TUV が担当している。また違反

運転者教育プログラムにおいて TUVの果たした役割

は大きい。 Winkler 教授の指導で開発された飲酒運転

ドライバー教育プログラム モデノレ LEERは有名であ

る。TUVの中で適性検査を扱うのは医学心理学研究所

(MPI)である。例えば，飲酒運転の違反を2回以上反

復した者や交通中央記録 (VZR)で18点以上に達した者

は，一定の免許取消期間の後，免許証の再交付を希望す

る場合， MPIでの適性検査を受ける義務がある。 適性

検査の結果により，飲酒運転反復ドライバーの場合 1)

適性有り (免約二目iE再交付)， 2)再教育可能 (飲酒運転

ドライバ一再教育コ ース修了後免許証再交付)， 3)適性

無し (免許取消続行)の 3つのいずれかに分け られる。

18点以上の反則得点に逮した者については，J@性検査の

結果3 適性有 りか1!¥Iiしかの診断が下される。西 ドイ ツの

運転免許管朋}f!JI]g'[については別のと ころでまとめている
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ので参考にして頂きたい(蓮花， 1983)。

Dr. Hugueninは BfUの心理部門のチーフで，飲酒

運転ドライパーに対する再教育の問題を直接の専門にし

ている。 BfU は道路交通 ・家庭 ・スポーツの 3分野で

の事故を扱う民間組織であり，活動資金はスイス交通安

全協議会とスイス保険業界から出ている。全ス イスに

1980年現在1，057名の安全委員をおいて，彼らと直接連

絡を取りながら地域に密着したきめの細かい対策を進め

ている。 Dr.Hugueninはきわめて正確な標準ドイツ語

を話される方だが，筆者との会話中にある安全委員から

電話がかかってきた|時に話された言葉は一言もわからな

かったので問うと，今話していたのはドイツ諾のスイス

方言で「標準ドイツ諮というのはスイス人にとって最初

の外国語なんですよ」といって笑われた。 BfUのあるス

イスの首都 Bernはドイツ語地域であるが，ジュネーブ

の方はフランス語地域である。スイス南部ではイタ リア

誇が話されており ，ごく一部の地域ではロマンシュ語と

いう古い言葉を用いる人々もいるそうである。 Dr.Hu. 

gueninの話では各種のキャンペーン資料などは各々の

言語全てについて作成するそうであり ，その手間だけで

も大変だという事であった。そうした交通安全活動も

「ドイツ語地域はきちんと実行してくれるが，フランス語

地域ではさ っぱり行われない」ということであったが，

文化圏や住民の気質を示しているようで興味深かった。

最後にもう一つ Dr.Kochの二輪車安全研究所を紹

介しておこう。彼は Essen大学の Bocher教授の教え

子である。Bochumにあるこの小さな研究所は若いスタ

ッフの意気込みが伝わってくるような新鮮さを持ってい

る。Dr.Kochは ADACの開発した二輪車安全トレー

ニングの責任者でもあり，教材開発，ライ ダー集会，二

輪車安全研究会の開催など精力的に活動を続けている。

以上，西ドイツを中心とする交通心理学の現況と研究

者 ・研究機関の概略を述べた。ここで西ドイツ滞在中参

加した中で，1982年5月17日から19日までミュンへンの

Kardinal-Wendal-Hausという会場で開催された第24回

ドイ ツ労働 ・経営心理学会について簡単に触れてみた

い。学会のテーマは「労働心理学及び経営心理学におけ

る応用と結び、っく研究と理論的基礎を持つ実践」という

もので，応用を大切にするヨーロッパの心理学会な らで

はのテーマである。参加者はスイス ・オーストリア ・フ

ランス等からも含めて約250名程とな った。

開会の挨拶のあと， Bayern州労働大陸 Pirkl氏の挨

拶， ミュンヘン工科大学の Hoyos教授の基調報告と続

いた。 Hoyos教授は運転行動の分野で、も著名な交通心

理学者であるが，一方労働心理学者としても多数の著書

がある有名な学者である。

当学会では H I聞の日程で約40の発表しか行 われな

い。しかも 6つの分科会が常に並行しており ，一件当

たりの発表と質疑に40-60分が害IJり当てられているおか

げで，発表者 ・質問者共に満足が行く程度の論議がなさ

れていた。発表者には学会終了後ある期間をおいて同じ

題名でのA4版で20枚ほどの論文提出が義務づけ られて

いる。論文集は学会終了後一年ほどしてから希望者に送

付されてく る。筆者の参加した学会 ・シンポジウムのほ

とんど全部がこの形式であった。従ってドイツで学会発

表することは(恐らく他の欧米諸国でも同様であろう)

日本よりはるかに負担の程度が大きいと思う。必然的に

研究者は学会を選んで発表せざるを得ない。

この学会には Bayern州政府の全面的なパックアップ

があり，会場・運営 ・サービ、ス等いずれを取っても日本

の学会とは格差があり過ぎる。これは単に資金をかけた

から解決するというものではなく，一種のセンスの差で

あろう 。

学会参加者への Bayern州政府のレセプショ ンはミュ

ンへンのレジデンツと呼ばれる歴史的に由緒のある建物

の一角にある Antiquariumという大ホールで催され

た。萎同伴で筆者も出席したが， 四面の壁に歴史の偉

人 ・英雄の胸像が並ぶこのホーノレて、クやラスを片手に人の

輸の中を廻りながら，それまで文献の中でしか知らない

たくさんの研究者と言葉をかわせる幸運に感謝した。

日本でもそうだが， ドイツでも多くの研究者が交通心

理学と労働心理学(ドイツには産業心理学という呼び名

は存在しない)の両方の分野を，その比重はともかく ，

並行 して研究している。実はこの学会が留学して最初に

参加したものであっただけに，このレセプシヨンで知り

合った人々がいなければその後の予定は成り立たなかっ

たほどであった。

若手研究者や女性研究者の数が多く，活気に満ちた学

会であったので， Dr. Zimolongに尋ねたところ，最近

労働 ・経営心理学の人気が再び学生の問に高ま ってきた

との返事であった。

わずか 2年に満たない留学であり，学界についても断

片的な情報を示すことしか出来なかった。交通において

も産業についてもドイツの研究者逮は日本の現状と研究

成果に非常に大きな関心を持っている。我々の課題は大

きいと言えよう。
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